
 

 

第４学年 １組 ３０名 ２組 ３３名 

      指導者  吉岡 佐登美  横田 佑  

１ 単元名「ごみ減量！大作戦」 

 

２ 単元の目標 

身近な環境問題である「ごみ問題」についての探究的な学習を通して、主体的に問

題を見出し、思考する力を身に付ける。また、仲間と協力して問題を実践的に解決

しようとすることを通して、よりよい社会を創り出そうとする態度や行動力の基礎

を養う。 

 

３ 評価規準 

評価の観点 単元の評価規準 

進 

問題解決の力 
課題の解決に必要な

知識・技能を身に付け、

概念を形成し、探求的

な学習のよさを理解し

ている。 

①ごみを減らすために、地域・家庭・学校で、自分たち

にできることを考え、計画を立てることができる。 

②社会科で学習したことを踏まえ、広い視野からごみ問

題について考え、ごみ問題に対する取り組みや意識が

大切であることが分かる。 

③自分が考えたごみに対する取り組みを発表すること

ができる。 

芯 

実践力 
実社会や実生活の中か

ら、問いを見いだし、

課題を立て、情報を集

め、整理分析してまと

め、表現することがで

きる。 

①ごみに対する取り組みを調べ、自分たちで取り組める

活動を探すことができる。 

②ごみ問題へのアイデアを提案するため、自分たちで考

えた方法を生活の中で実践し、広めることができる。 

 

心 

学びに向かう力 
探求的な学習に主体

的・共同的に取り組む

とともに、互いの良さ

を生かしながら積極的

に社会に参画しようと

する。 

①社会科で学習したことから、ごみ問題について考え、

ごみをもっと減らそうという意欲をもつ。 

②ごみに対する取り組みや、大人へのアンケートを振り

返り、活動の成果を発展させようとする。 

 

 

４ 単元について 

（１）単元観 

地域のごみ問題について学び、環境に配慮しながら、生活を送ることは児童がこ

れから持続可能な生活をしていくために確実に必要なことである。本単元では、で

きるだけ、児童の身近な視点でごみ問題について考えさせたい。そして、学習した

ことを発表するだけでなく、実行力や行動力を育てるために自分の「ごみ減量作戦」

を学校や地域に伝えたいという学習に発展させたいと考える。自分のアイデアをグ

ループで協力して発信させることで協同して学習する態度を育てる。人とかかわる

活動を通じて地域の実態や環境問題の現状について考え、さらにそこにかかわる人

たちの思いや願い、取り組みについて考えさせたい。 

第４学年 総合的な学習の時間 学習指導案                    



 （２）SDGs との関連 

本単元は、SDGs11「住み続けられるまちづくりを」  

及び SDGs12「つくる責任 つかう責任」に関連して設  

定している。 

かつて、江東区は「ごみの町」と呼ばれ、東京都各  

所からごみが運ばれ埋め立てられてきた。歴史はさか 

のぼり、江戸時代に江東区の永代島（現在の江東区永代・八名川小学校から少し南の 

ところ）に江戸幕府が江戸市中のごみを利用した埋め立てを指示し、それにより江東 

区は土地を広げ続けてきた。しかし、当時のごみは、瓦や竹、瀬戸物の食器などであ 

ったため、ほとんど土と同じように利用することができたのである。 

このように、1650 年ごろから東京都中のごみを一貫して抱えていた江東区であっ

たが、戦後、１日に 5000 台以上の収集車が、区内を走りまわるようになる。ごみの

中に生ごみを多く含むようになったため、収集車が垂らしていく生ごみの汁からは、

悪臭とともに大量のハエや害虫が湧き、皆がハエ叩きを持ち、食事の時には蚊帳を使

わないととても食べられる状態ではなかったことを、祖父母から伝え聞いている児童

も多い。 

現在では、ゴミ戦争は、一見収束したかのように見えてはいるが夢の島等、当時焼

却処理されずに埋め立てられていた廃棄物による土壌汚染問題や新海面処分場の許

容量限度による残余年数問題など、子供たちを取り巻くゴミ戦争はまだまだ続いてい

る。 

ごみは、ごみ箱に捨ててしまえば、その先は見えなくなる。それが、どのように処

理されて自分たちの生活に還元さえているか子供たちはこれまで考える機会はなか

っただろう。しかし、社会科では、ごみの処理とそれにかかわる多くの人々のことを

知り、自分も循環型社会の一員として物を大切にするとともに適切なごみ処理をする

ことが必要だということを理解させる。そしてそれを実生活で実践できる児童を育て

たいと考える。そのために、総合的な学習の時間では、「自分のゴミのこと」に焦点

をあて、自分がどんなゴミを出しているか。それは、本当に出さなければならないゴ

ミなのか。じっくりと考え、この SDGs11、 SDGs12 を見据えて、環境問題を自分のこ

ととして意識し、手間を惜しまず行動したり、工夫しながら生活したりすることので

きる児童を育成したいと考える。 

  さらに、資源の再利用やごみの焼却によって生じる問題についても、社会科や総合

的な学習の時間を通して学ぶ。ものの使いすぎや作りすぎを防いだり、資源を有効的

に活用したりすることは、SDGs15「陸の豊かさも守ろう」につながっていることに

気付かせる。そして SDGs14「海の豊かさを守ろう」にも、海洋プラスチック問題で

触れる。また、廃棄物の焼却処分が温室効果ガスの排出につながっていることも知り、

第５学年で学ぶ SDGs13「気候変動に具体的な対策を」につなげていく。 

 

（３）児童の実態 

４年生となり、社会科と総合的な学習の時間では、自分たちの暮らしにかかわる視

点で環境について学習している。上水道の学習では水道の水は水源林があるから保た

れていることや、汚れた水を流す下水道は水再生センターにつながっており、そこで

再び海や川に流しても汚染のないようにしていることを学んだ。児童は、下水道の処

理の中でごみが出てくることなどを通して、ごみ問題にもすでに興味をもっており、

私たちの暮らしで出たたくさんのごみがどのように処理されているか知りたいと思

っている。今後、社会科の学習やえこっくる江東の見学から、ごみの現状として東京

都ではもう埋め立てる場所がなくなっていることなどを学ばせる。ごみを減らす活動



を通して、自分たちにもなにかできることがあるだろうという気持ちをもたせたい。 

 

５ 研究主題に迫るための手立て 

（１）ESD カレンダーをもとにした、カリキュラムマネジメント 

 

    
本単元は、自分たちの周り（学校・家庭・まち）のゴミ問題について調べてまと

め、社会に訴えることを活動の中心としている。状況調査やインタビュー活動をし

て、集めた情報を取捨選択して本当に伝えたいことを集約することが求められる。

これは、国語科「新聞をつくろう」で学習する内容を活かす。また、国語では、年

間を通して俳句作りや句会の学習を行っており、これらで身に付けた「発見する力」

や「言葉で表現する力」は本単元でも活用できる。 

   この単元は、これまで社会科の「ごみの処理と利用」の学習で学んだことをもと

にして、それを自分のこととして考え、ごみを減量させるという実践につなげるも

のであったが、時期的な考慮もあり、今回については社会科学習と平行して総合的

な学習の時間を進めることとした。 

   算数では、問題解決的な学習展開になるようにしている。問題を解決するために、

友達と考えを交流し、自分の考えと比較しながら解決方法を探る活動は、児童が自

分たちの力で何とか学習課題を解決しようとする意欲や、さらに良い考えを見付け

る力を育んでいる。 

また、既習事項をもとにして発展的・応用的に考える活動や考えたことを具体的

に表現したり、説明したりする活動を繰り返していることは、総合的な学習の本単

元で社会科での学びを発展・応用させようとする意欲につながると考える。 

   学んだことを表現する場として、学芸会を位置づけ、劇を通して人の心を少しず

つでも変えていくことが自分たちにできることであるという結論を出させ、劇を通

教科領域 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国語

算数 　　　　　

理科

社会

総合

特活

道徳

音楽

図工

体育

第４学年　ＥＳＤカレンダー 江東区立八名川小学校

人権・命の教育環境の教育 多文化の理解

水を守れ！アースレンジャー

水はどこから ごみのしょりと利用

新聞を作ろう

わたしの研究ﾚﾎﾟｰﾄ

アップとルーズで伝える

ヒキガエルとロバ

夏近し 夏さかり 秋さがし 春立つ

折れ線

グラフと表

俳 句 づ く り

ごみ減量！大作戦

郷土をひらく

季節と生き物

動いて、考えて、また

動く

資質・能力

読むことについて

考えよう

私たちの東京

学級会 係活動、当番活動

海をこえて

やさしさ

パワーアップ大作戦

八名川まつり

ウナギのなぞを追って

浮世絵

大きくなってきた私の体

聞かせて、君の声を かわいそうなぞう

社会科で行う、ごみ

の処理と利用を発展

させた学習として位

置付ける。 

ごみ減量大作戦で学

んだ実践力・発表力

を生かす。 

まとめたり、発

表することを選

んだりする力 

きれいにするため

に、勤労奉仕する気

持ちが大切であるこ

とを考える。 

俳句作りを通して、ものを見たり観察

したりする力を高め、美しいものに気

付いたり、物事の本質を見付けたりで

きる。 

自分たちの生活が、自

然によって成り立って

おり、自然を大切にし

たいという心情を根底

にもたせる 

ごみ減量作戦で、自分たちの

考えたことを、学芸会を通し

て伝え、人々の心を少しでも

変えていこうとすることがで

きる。 



して環境問題に向き合わせるようにする。 

 

（２）問題解決のための学習課程の工夫 

①学びに火をつける導入の工夫 

江東区のゴミ排出量の推移と、徳島県上勝町のゴミ排出量の推移を比較し、本

気でごみ減量に取り組めば、かなりの量の削減ができることに気付き、ごみを減

らしたいという意欲をもつことができるようにする。 

えこっくる江東を環境保護の観点から見学に行き、大量のプラスチックごみを

目の当たりにして、何とかしなければらならない危機感を感じさせる。ごみ問題

を自分の身近なものとして考えさせるようにする。 

 

②考えや学びの軌跡を価値づける 

自分が考えた「ごみ減量作戦」を実際に実行したり、ごみダイエット家計簿を

つけたりして、自分自身がごみを減らしていきたいという意識を見える形で表現

させる。 

ワークシートを用いて自分の「ごみ減量作戦」を友だちに伝えたり、友だちか

らごみ減量作戦を学んだりさせる。自分の「ごみ減量作戦」を校内や家庭・地域

に発信する時間を設ける。また、江東区報の「ごみ減量アイデアを募集」に応募

することを目標として、グループでごみ減量アイデアを考え発信させることで具

体的に考えを示させる。 

ごみ新聞を作成し廊下に掲示する。国語の「新聞を作ろう」とも関連して、自

分の考えを整理しながらまとめさせる。 

 

③探究的なものの見方や考え方を身に付けさせる工夫 

探究的な見方・考え方を働かせるために、本校第４学年の総合的な学習の時間

では、 

①水を守れ！アースレンジャー 

②ごみ減量作戦 

③やさしさパワーアップ大作戦 

３つの単元の全ての探究的な活動を通して、「自分が環境・社会に対して何が

できるか」という意識をもたせ、自分のこととして考えようとする見方・考え方

を育てられるようにする。 

社会科、国語科等各教科の特質に応じた見方・考え方を総合的な学習の時間の

中で働かせるとともに、問題解決的な活動をスパイラルで行うことによって、深

い学びを目指す。物事の本質は、自分のすぐ近くにあり、自分のこととして考え、

実際に実践しようと行動できる児童を育てたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「ごみ減量作戦」は、 

この箇所に位置付ける。 

水を守れ！ 

アースレンジャー 

やさしさ 

パワーアップ大作戦 

社会科 水はどこから 

国語科 手と心で読む 

社会科 ごみの処理と利用 

平成２９年７月告示 総

合的な学習の時間 解説 

「P.9 総合的な学習の

時間の特質に応じた学習

の在り方」から図を引用 



 

 

 

６ 単元の指導計画と評価計画 

 ＜ 社会科「ごみの処理と利用」＞単元の指導計画 

 本時のめあて ○主な学習活動 指導上の留意点 

学
習
問
題
を
つ
か
む 

①ごみの出し方 

家ではごみをどのよ

うに出しているので

しょうか 

○家庭ごみの出し方を話し合う。 

・ごみを種類ごとに分けて出している。 

・ごみの種類によって，出す日がちがう。 

・どうしてごみを分けて出しているのかな。 

 

ごみの分別に気付か

せるとともに、なぜ

種類別に出させるの

か疑問をもたせる。 

②家から出されたごみ

は、どのようにしゅう

集されるのでしょう

か。 

○ごみ置き場を見学して、気付いたことを発表し合う。 

・看板には，ごみを出す時に注意することが書いてある。 

・種類ごとに出す曜日が決まっている。 

・ごみの出し方には細かいきまりがある。 

・ごみの量を減らすために分別が必要だ。 

ごみ置き場の看板に

書かれているきまり

を読み取らせる。 

 

③ごみのゆくえを考え

ることを通して、学習

問題をつくりましょ

う。 

○ごみのゆくえを考えながら、学習問題をつくる。 

・収集されたごみはどのように処理されるのだろうか。 

・ごみの収集には，収集車やトラックが利用されている。 

・燃えるごみと粗大ごみとでは，収集車も処理場も違う。 

収集されたごみがど

こにどのように運ば

れるのかを、種類別

に考えさせる。 

調
べ
る 

④⑤ せいそう工場で

は、ごみをどのように

もやしているのでし

ょうか。 

○清掃工場について調べ、ノートに整理する。 

・燃えるごみは清掃工場に運ばれる。 

・大きなクレーンや焼却炉がある。 

・１日に約 270 トンのごみを燃やしている。 

・東京都には、たくさん清掃工場があることがわかった。 

学だけでなく，清掃

工場の人の話や、入

手したパンフレット

などから，清掃工場

のしくみを総合的に

理解させる。 

⑥⑦ごみをもやした後

のくふうには，どのよ

うなものがあるでし

ょうか。 

○ごみを燃やした後の灰がどのように処理されるかを調べ

る。 

・処分場に埋め立てられる。 

・処分場には環境に配慮した様々な工夫がある。 

ごみを燃やした後の

灰は，環境に配慮し

て、安全に埋め立て

られていることに気

付かせる。 

⑧⑨しげん物やそ大ご

みは、どのように再利

用されているのでし

ょうか。 

○資源物や粗大ごみのリサイクルについて、リサイクル施

設を見学して調べる。（えこっくる江東） 

・びんやペットボトルはリサイクル施設に運ばれる。 

・資源物の選別はとても大変だ。 

・ペットボトルは服になって生まれ変わる。 

リサイクル施設の見

学や調査を通して、

ごみを資源化するこ

とは資源の有効利用

につながることを考

えさせる。 

⑩⑪ごみしょりがかか

える問題を、東京都は

どのように計画的に

かいけつしようとし

ているのでしょうか。 

○「ごみのしょりのうつりかわり」のイラストと，「東京都

の人口の変化」のグラフを関連付けて、考えたことを発

表し合う。 

・昔は、ごみを燃やしたり埋めたりしていた。 

・ごみの処理にかかわる問題について、東京都は計画的

に取り組んでいる。 

ごみの処理にかかわ

る新しい問題を解決

していくためには、

市の計画的な対策や

事業が必要であるこ

とを考えさせる。 

ま
と
め
る 

⑫ごみのしょりについ

てわかったことや考

えたことをカードに

まとめ、発表してみま

しょう。 

○自分の考えをノートにまとめる。 

・ごみの処理にはいろいろな工夫がある。 

・ものを大切にすることがごみの減量につながる。 

ごみを処理するための様々な取り組みは，計画的・協力的

に進められ，地域の人々の住みよいくらしをつくるために

役立っている。 

「わかったこと」と

「考えたこと」の二

つの観点からまとめ

させる。 

い
か
す 

⑬ごみをへらすために，

わたしたちのまわり

では、どのような取り

組みが行われている

のでしょうか。 

○ごみを減らすために、家庭・地域がそれぞれどのような

取り組みを行っているかを調べ、発表し合う。 

・家庭では、ごみの分別をしている。 

・地域では、ごみの減量に努めている。 

・商店では、エコバッグの利用を勧めている。 

家庭・地域ごとに取

り組みの内容が異な

ることを意識させな

がら、それぞれの取

り組みをまとめさせ

る。 

⑭ごみをへらすために、

自分にできることを

考えてみましょう。 

○ごみを減らすために自分にできることを考え、発表し合

う。 

自分にできることを

考えさせる 

 

 



 

 

＜ 総合的な学習の時間「 ごみ減量！大作戦 」＞単元の指導計画 

  



７ 本時（全１５時間中の２時間目） 

（１）目標 

社会科との 

関連 
学習過程 時  学習内容・学習活動 

評価規準 

心 芯 進 

学
校
で
の
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

考
え
、
自
分
た
ち
の
現
状
に
対
面
す

る
。 

（
学
習
問
題
を
つ
か
む 

場
面
） 

学
び
に
火
を
つ
け
る 

① 

学校の燃やすごみを調べ、実際に自分たちがど

の様なごみを出しているかを知る。 

 

○   

②
（
本
時
） 

ごみを減らす方法について、自分たちにできる

ことがないかを考える。学校でできるごみ削減

の取り組みを、学級で一つ取り組めることを話

し合う。 

 

 ○  

③
④ 

学級でできる活動に取り組む。 

それを集計し、ごみを減らすための取り組みを

振り返る。 
  ○ 

え
こ
っ
く
る
江
東
で
ご
み
の
量
の
多
さ
を

感
じ
、
環
境
保
護
へ
の
強
い
危
機
感
を
味

わ
わ
せ
、
自
分
の
家
で
の
削
減
に
目
を
向

け
る
。（
調
べ
る 

場
面
） 

調
べ
る 

⑤~

⑦ 

えこっくる江東に見学に行き、そのゴミの多さ

や悪臭などから、環境保護への危機感を感じ、

家庭でもごみの削減の必要があることに気付

き、ごみ減量の意欲を高める。 

 

○   

⑧
⑨ 

家庭でも、取り組みを広げるための方法を考え

る。 

大人に対するごみの意識調査の内容を考える。  

保護者の方にごみの意識調査をする。 

 

○   

⑩ 

お家の人にインタビューしながら、家庭や町で

行われている取組を調べる。 

自分にできることを考え実践計画を練る。 

 

  ○ 

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
取
り
組
み
、
実

生
活
に
活
か
す
よ
う
に
す
る
。 

（
ま
と
め
る
・
い
か
す 

場
面
） 

⑪ 

自分にできる取り組みを実践する。 

 
 ○  

ま
と
め
る 

⑫
⑬ 

実践したことをまとめ、地域や社会に広げるに

はどうしたらいいか考える。 

中間発表を行い、考えをまとめる 

 

 ○  

⑭ 

ごみをさらに減らす活動をどのように広めて

いったらいいか考える。 

 

  ○ 

伝
え
合
う 

⑮ 

地域や社会に自分たちの活動を広げる。 

江東区ごみ削減アイデア「わたしのごみダイエ

ット」 

に応募する。 

全校児童に呼びかける。 

 

○ ○  



自分たちが出すごみを調べる活動を通して、ごみの処理について考え、ごみを減らし

たいという意欲をもつことができる。 

 

（２）展開 

時

間 
◯学習内容 ・学習活動 

・指導上の留意点、配慮事項 

○評価規準（評価方法） 

導
入
10
分 

◯前時で調べた学校の燃やすゴミを見て、どん

なゴミが多いか考えよう。 

T：学校では、どんなゴミが多かった？ 

C：たくさん紙が丸められていたね。 

C：鉛筆の削りかすや消しゴムのかす、ほこりも

あったね。 

C：燃やすごみなのにビニール袋も混ざっていた

よ。 

 

 

 

・前時で学校１日分の燃やす

ごみを分類して、ビニール

袋にまとめて入れておく。 

・実際のゴミを扱うので衛生

面に気を付ける。 

展
開
30
分 

○学校のゴミ袋の中のゴミを種類ごとに分類し

たものを見て、どうしたら燃やすごみを減ら

すことができるか考えよう。 

①ごみを種類ごとに分類したものを見て、燃や

すごみを減らす工夫を各自で考えて付箋には

る。 

 

 

②「徳島県上勝町」町の事件について知る。 

焼却炉を停止し、ごみの削減に力を入れてい

る。「ゼロ・ウェイスト宣言」を行い、2020 年

までに焼却処理のよるゴミをゼロにすること

を目標にしている。 

・ごみの排出量が大幅に減っているグラフを示

し、どの様にしているのか関心をもたせ、VTR

で実践の様子を見る。 

・給食の残飯や、自分たちの落とし物にもふれ

る。 

③グループごとにごみ減量方法を話し合い、優

先順位とその理由を考える。班ごとに出し合

い、学級で取り組む活動を決める。 

・燃やすごみに限定する。 

 

 

・自分で考え、グループで話

し合い、自分の考えを友達

の考えと比較しながら対話

し、よりよい削減方法を見

付けられるようにする。 

※ごみ削減の実践事例を示

す。 

 

・グループごとの話し合いの

際は、友達の意見を否定し

ないように平時から指導

し、より良い考えを見付け

ることに意識を向けさせ

る。 

 

○自分の削減方法をしっかり

ともち、進んで活動に参加

することができる。 

学校の燃やすごみを削減しよう 



ま
と
め
5
分 

◯本時で学習したことを振り返る。 

C：きちんと分別することが重要だと思う。 

C：燃やさないゴミも減らせると思う。 

C：紙ごみは、まとめてリサイクルできると思う。 

C：不要な紙は使わないようにすることが大切

だ。 

C：まだ使えるものもあるから、最後まで使うよ

うにしよう。 

 

○自分たちにできることを進

んで考え、実践しようとす

る意欲をもつことができ

る。 

・子供たちのアイデアを絞り

活動につなげていくように

する。 

 

（３）本時の視点 

  ①社会科での学びと総合的な学習の時間での活動を相互的に影響し合い深い学び

に結び付けることができるか。 

  ②実際に学校の燃やすごみを分別することが、学習の意欲を高めているか。 

  ③児童が、自分のこととして考え、探究的なものの見方・考え方をすることができ

たか。 


